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『清嘉録』の日本舶載と和刻本の流布
松　浦　　　章
The Importation of the “Qing-Jia-Lu” to Japan  
and the Distribution of its Republication
MATSUURA Akira
	 During the Edo period, large numbers of books were brought to Japan from 
China by Chinese ships. One of these books, the Qīngjiālù, published in 1830 in 
Sūzhōu, discusses the annual events or observances of Jiānán. Sūzhōu was located 
close to Zhàpŭ, Zhejiang Province, a port that the Japanese trading ships utilized, 
and considered a convenient location for the book-loving Japanese populace. The 
Qīngjiālù entered Japan soon after its publication in China, and reached Edo 
relatively early. Seven years later, a revised version for the ease of the Japanese 
reader was printed. This essay clarifies the details of the revision. 
	 キーワード：清嘉録、唐船舶載、中国書籍、和刻本、日本
1 　緒言
　江戸時代はいわゆる「鎖国」時代であったため、多くの外来書籍は長崎に来航するオランダ船による
西洋書1）と中国船が貿易のためにもたらす中国書籍2）が大多数を占めていた。
　特に、毎年数艘の中国船がもたらした中国書籍は大量にのぼっていたことは既に大庭脩氏の『江戸時
代における唐船持渡書の研究』3）により明らかにされている。
　日本人が中国の書籍を好んだことは、古くから知られるが、明代後期の『全新兵制考』附録『日本風
土記』巻一、倭好に記された記事が当時の状況を簡略ながら如実に記している。そこで〈倭好〉の記事
を参考に輸入品の日本での用途について述べてみたい。中国から日本への貿易品の積荷目録に書冊があ
	1）	板沢武雄『日蘭文化交渉史の研究』吉川弘文館、1959年 2 月、266～270，677～672頁。
	 	 宮地哉恵子「幕末期における海外情報の受容過程―蘭書の輸入と受容形態をめぐって―」、『参考書誌研究』第
39号、1991年 2 月、 1～20頁。
	2）	大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6 月、21～44頁。
	3）	大庭脩『江戸時代における唐船持渡書の研究』関西大学東西学術研究所、1967年 3 月。
	 	 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6 月、30～44頁。
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る。〈倭好〉にも古書が記されている。
古書、五經則重書・禮、而忽易・詩・春秋、四書則重論語・學・庸、而惡孟子。重佛經・道經。若
古醫書、毎見必買、重醫故也。
とある。書籍は五経のうち、書経、礼記を重視し、それに次のが易経や詩経や春秋などであった。四書
では論語や大学や中庸を重視し孟子は嫌われた。孟子が日本で特に好まれなかったのは、革命の書とい
う評価が広く普及していたためと考えられる。〈倭好〉にはその一面が如実に現れている。また仏典や道
蔵も好まれた。とりわけ医学書は必ず購入したことが知られる。江戸時代前の日本人の購書籍の実績が
知られ極めて興味深い。
　明和年間から長崎に来航してきた汪鵬4）は、「袖海編」5）の中で、「唐山書籍、歷年帶來頗衆夥、東人好
事者、不惜重價購買、什襲而藏、每至汗牛充棟。然多不解誦讀如商」と記し、中国書籍は中国船によっ
て日本に舶載されるのは、東人こと日本人が価格を考えずに、高価であっても購入するからであると見
ていた。
　このような輸入漢籍の日本での翻刻が増加するのは江戸時代の後期と考えられる。それは江戸前期に
長崎来航した貿易船がもたらした書籍は多くなく、後期になると増加していった傾向が見られるからで
ある。具体的には正徳元年（1711）の54隻が日本にもたらした書籍は139箱 2 部であったとされる。6）し
かも積載していたのは 6隻でいずれも寧波船、南京船7）と呼称された江南からの船であった。その後、文
化元年（1804）に11隻で14箱8）ではあるが、来航の各船が積載していた。数量は多くないが積載してく
る船が増加したことは事実である。大田南畝の『百舌の草茎』上には「改済書籍目録」として享和元年
（1801）九番とあり、亥六番船から子八番船までの14隻9）の総套數がわかる。
　　
1801—1802年長崎来航唐船の舶載書籍数量
番立名 積載書籍数量 番立名 積載書籍数量
亥六番船 120套 4 本 子三番船 288套 4 本 2 帖
亥七番船 172套64本 王氏番外船 40套
亥八番船 539套 十二家番外船 10套
亥九番船 509套 8 本 子四番船 108套34帖 6 折
亥十番船 129套17帖 子五番船 79套10帖
子一番船 24套85本 5 帖 子六番船 284套470本
子二番船 439套140本 子八番船 599套290本40帖
　これらは享和三年（辛亥、1803）から文化元年（甲子、1804）に長崎に来航した唐船が積載していた
漢籍の数量である。各船が不定数ではあるがほば漢籍を積載して長崎に来航していた。
	4）	松浦章『江戸時代唐船による日中文化交流』思文閣出版、2007年 7 月、202～216頁。
	 5）	『昭代叢書續編』第二十九所収。
	6）	山脇悌二郎『長崎の唐人貿易』115頁。
	 7）	大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』30頁。
	8）	山脇悌二郎『長崎の唐人貿易』202頁。
	 9）	『大田南畝全集』第八巻、岩波書店、1986年 4 月、437～457頁。
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　このように輸入された漢籍が日本国内でどのように流布していたであろうか。その事例に関して本稿
において述べてみたい。
2 　江戸書肆の出版目録
　江戸時代の学問は朱子学が本流であり、出版物と言えば経書と仏書が多くを占めていたと言われる。10）
中国からの輸入唐本では特に明から清初の学者の説は喜ばれ、多くの明清の著作が輸入され、詩文集か
ら古玩、石譜、詞曲、稗史に及ぶ書籍が輸入されたと言われる。11）
　大部の書籍を舶載してきた中国船としては、宝暦三年に八丈島に漂着した戌番外船があり、441種、490
部、1,476套、12,082本もの書籍を積載していたのであった。12）
　江戸時代の書肆がどのような出版物を刊行していたかの一例として、寛政十年（嘉慶三、1798）に江
戸浅草茅町二丁目にあった書林の須原屋伊八の「青藜閣蔵板書目録」に見える中国書の目録を掲げてみ
たい。
　　四書集註　　　道春點素讀本　大字最勝堂板　	 	 全十冊
　　同　集註　　　朱錫旂校正　　一齋先生覆註　	 	 全十冊
　　周易古註　　　魏王弼注　　　晋韓康伯注　　	 	 全五冊
　　同　正文　　　穀山先生校正　　　　　　　　	 	 全三冊
　　物理小識　　　明朝方密之著　　　　　　　　	 	 全十二冊
　　文子全書　　　入江南溟先生校　　　　　　　	 	 全四冊
　　七經孟子考文補遺　　山井鼎先生撰　物叔達先生補
　　　易經・詩經・書經・春秋・禮記・孝經・孟子ノ七種ヲ合刻ス。　全部三十二冊
　　鹽鐵論　　　　漢朝桓寛撰　明朝程栄校　	 	 	 全六冊
　　朱子心學録　　明朝金谿王萱輯　　　　　	 	 	 全二冊
　　大学章句纂釋　同　諸説辧誤　　古賀精里先生著　合刻　　全二冊
　　四書便講　　　佐藤直方先生著　　　　　	 	 	 全六冊
　　女誡　　　　　後漢曹世叔著　　忠珍先生新注　　		 全一冊
　　棠陰比事　　　明朝桂萬栄著　　　　　　	 	 	 全三冊
　　　漢土歴代ノ訟事裁斷ニアツカリタル故事ヲ李翰ガ蒙求ノ例ニ倣テ編集シタル書ナリ。
　　孝經會通　　　明朝沈淮著　　　善庵先生校　　　		 全一冊
　　煕朝樂事　　　明朝田汝成著　尾張南康先生譯　　		 全一冊
　　＿	明朝ノ年中行事ヲ記ス。悉ク國字ヲ以テ傍註ヲ附ス。和漢月令大同小異有テ、博覧家ノ考證ト成
10）	彌吉光長『未刊史料による日本出版文化第二巻　大坂の本屋と唐本の輸入』ゆまに書房、1988年 8 月、119頁。
11）	彌吉光長『未刊史料による日本出版文化第二巻　大坂の本屋と唐本の輸入』120～121頁。
12）	大庭脩編著『宝暦三年八丈島漂着南京船資料―江戸時代漂着唐船資料集 1―』関西大学出版部、1985年 3 月、
469頁。
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ヘキ書也。
　　宋詩鈔　　　　清朝張二銘選　北山先生校閲　	 	 小刻全四冊
　　金詩鈔　　　　清朝顧奎光選　柳彎先生校訂　	 	 全四冊
　　元詩鈔　　　　清朝張二銘選　一齋先生校閲　	 	 小刻全四冊
　　方秋崖詩鈔　　清朝呉孟擧選　天民淡齋両先生校　		 全二冊
　　冷齋詩話　　　宋朝僧惠洪著　	 	 	 	 全二冊
　　　洪公嘗テ東坡山谷ト交リヨシ清淡佳謔喜ベク驚ベシ一度此書ヲ覧ヲ愉快ト賞歎セザルハナシ。
　　随園詩鈔　　　市河寛斎先生撰　	 	 	 	 全三冊
　　＿	小倉山房誌鈔一千五百首ノ中ヨリ初學ニ解シ易キ詩四百餘首ヲ抜粋セシモノナリ。随園ハ清初ノ
詩風ヲ一變セシ。乾隆年間詩人ノ大家ナリ。當今詩ニ志スノ君子此詩鈔必ス讀ベキ書ナリ。
　　全唐詩逸　　　市河寛斎先生輯　小刻全一冊
　　＿	清朝康煕帝ノ全唐詩一百巻ニ遺逸シタル所、我日本ニ傳ヘシ唐詩ヲ寛斎先生シメテ三巻トナセシ
ヲ、彼土鮑廷博ノ知不足齋叢書第三十帙目ニ再刻シ道光三年翁廣平其跋ヲ書シ極テ賞歎ス。今又
其ママ翻刻スル者也。
　　西域聞見録　　清七十一椿園著　道雲先生訓點　　全三冊
　　＿	清ノ康煕雍正乾隆ノ間西域回部ノ諸大國ヲ往々平定シ咸ク版圖ニ入リ内地トナルコトヲシルス。
且ツ其諸部ノ山川人物風俗物産等ヲモ詳ラカニシルス。
　　紀効新書　　　明朝戚南塘著　平子龍先生訓點　　全六冊
　　＿	往昔ヨリ舶来スル所ノ書三種アリ、各異同アリテ諸君子疑評スルコト多年ナリ。今茲ニ翻刻スル
所ハ、戚将軍晩年ノ定本ニシテ、東伍篇ヨリ水兵篇ニ至テ、通計十八篇アリ。實ニ刪定ノ全書ナ
リ。
　　西洋火攻神器説　　明朝何汝賓著　平子龍先生校訂
　　　同　　國字解　　
　以上のような書籍が、日本で受け入れられ出版されたのである。その傾向は、江戸時代後期にまでみ
られたことは、次に述べる朝川善庵の記述からもわかる。
　 3　『清嘉録』の和刻本の流布
　清代の年中行事を記した書籍に北京を中心に記した光緒三十二年（一九〇六）刊『燕京歳時記』が有
名であるが。江南の年中歳時記として著名なものが『清嘉録』である。
　同治『蘇州府志』巻一三九、藝文四、風俗に「顧祿清嘉錄三巻」（四十六丁表）とあるが『清續文獻通
考』巻二六八、經籍考十二、史時令に「清嘉錄十二巻顧祿撰」とあるように『清嘉錄』は顧祿によって
毎月一巻形式により一年十二箇月の年中行事を述べた書である。
『清嘉録』の宛山老人の序に、
吾呉古稱荊蠻、自泰伯虞仲以來、變其舊俗、爲聲名文物之邦、陸士衡所云、士風清且嘉者、迄於今、
文采風流、爲天下冠、然江湖雄闊、川澤沃饒、雜處五方、商賈輻輳、世運遷流、風會不無少靡、吾
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家鐵卿薈萃羣書、自元日至於歳除、凡呉中掌故之可陳、風
謡之可采、莫不按節候而羅列之、名之曰清嘉禄。
と記しているように、『清嘉録』は呉中すなわち蘇州を中心とす
る江南の年中の風俗を述べた書籍である。
　『清嘉録』の刊本として最初のもので現在知られるものには、
道光庚寅（道光十、天保元、1830）孟夏序刊本である。全十巻、
全五冊で第一冊は目録、巻一、二、第二冊が巻三、四、五、第
三冊が巻六、七、八、九、第五冊が巻十、十一、十二からなる。
毎月の行事が一巻ごとに記され、各巻ごとに各月の目次が付さ
れた構成である。この『清嘉録』の訳注は、中村喬氏によって
上梓されている。13）
　その道光刊本と日本の翻刻本と構成を比較してみると次によ
うになる。
『清嘉録』道光刊本と日本翻刻版の構成比較表
道光十年序刊本14） 天保十年江戸翻刻本15）　写真① 天保十年大坂翻刻本16）　写真②
序　 3葉 序　 6葉 序　 3葉
例言　 2葉 例言　 2葉 例言　 2葉
題辞　 4葉 題辞　 4葉 題辞　 4葉
目録　巻一至巻十二　 9葉
巻一　目録　 3葉 巻一　目録　 1葉
巻一　本文　34葉 巻一　本文　34葉 巻一　本文　34葉
巻二　目録　 2葉 巻二、三、四　目録　 2葉
巻二　本文　12葉 巻二　本文　12葉 巻二　本文　12葉
巻三　目録　 2葉
巻三　本文　26葉 巻三　本文　26葉 巻三　本文　26葉
巻四　目録　 2葉
巻四　本文　13葉 巻四　本文　13葉 巻四　本文　13葉
巻五　目録　 2葉 巻五、六　目録　 2葉
巻五　本文　20葉 巻五　本文　20葉 巻五　本文　20葉
巻六　目録　 2葉
巻六　本文　19葉 巻六　本文　19葉 巻六　本文　19葉
巻七　目録　 2葉 巻七、八、九、十　目録　 2葉
巻七　本文　13葉 巻七　本文　13葉 巻七　本文　13葉
巻八　目録　 2葉
巻八　本文　12葉 巻八　本文　12葉 巻八　本文　12葉
巻九　目録　 1葉
13）	中村喬訳注『清嘉録　蘇州年中行事記』東洋文庫491、平凡社、1988年 9 月。
14）	大阪府立中之島図書館蔵、図書番号：575—38　15.3×24.1cm
15）	大阪府立中之島図書館蔵、図書番号：575—36　17.3×26.1cm
16）	大阪府立中之島図書館蔵、図書番号：575—40　15.1×22.5cm
道光庚寅原刻『清嘉録』
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巻九　本文　 9葉 巻九　本文　 9葉 巻九　本文　 9葉
巻十　目録　 1葉
巻十　本文　 8葉 巻十　本文　 8葉 巻十　本文　 8葉
巻十一　目録　 1葉 巻十一、十二　目録　 2葉
巻十一　本文　10葉 巻十一　本文　10葉 巻十一　本文　10葉
巻十二　目録　 3葉
巻十二　本文　38葉 巻十二　本文　38葉 巻十二　本文　38葉
　道光十年刊本の形式に依拠して日本での翻刻本が刊行されていたことは明かである。上記の表で明ら
かなように、大いに相違するのは各巻の目録の付載の形式が異なる点である。道光刊本は、各巻各月の
目録が、各巻の最初にあるのに対して、江戸翻刻本は全巻の目録を最初に一括して載せている。これに
対して大坂翻刻本は巻一、正月と巻二と三、四をまとめ、巻五、六をまとめ、巻七、八、九、十をまと
め、巻十一と十二をまとめている。しかも江戸翻刻本には目録の各項目にカタカナ名で説明を加えてい
る点である（後掲表参照）。長沢規矩也氏が編集された『和刻本漢籍随筆集』第十一集に収録された「清
嘉録」17）は上記の大坂翻刻本と同版と思われる。ちなみに上海進歩書局校印『清嘉録』上、下18）は、道光
十年刊本と同様に、各巻の最初に各月の目録が付されている。江蘇地方文献叢書『清嘉録』は目録は全
巻をまとめている。19）
　その『清嘉録』が刊行まもなく日本にもたらされ、短期間の間に幾つかの和刻本が出版されたことは
余り知られていない。『清嘉録』和刻本の出版の事情を語るのが、天保八年（道光十七、1837）八月付の
朝川善庵の序である。次のその全文を掲げてみたい。
17）	長沢規矩也解題『和刻本漢籍随筆集第十一集　荊楚歳時記・小窓別紀・熙朝樂事・清嘉録』古典研究会発行、汲古
書院、1974年 6 月。
18）	上海進歩書局校印『清嘉録』上・下、刊行年不明、10.1×15.5cm。
19）	江蘇地方文献叢書『清嘉録』江蘇古籍出版社、1999年 8 月、目録 1 ~11頁。
①道光庚寅原刻天保丁酉翻刻本『清嘉録』 ②道光庚寅原刻翻刻版『清嘉録』
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　清嘉錄序
近刻清人詩集、舶到極多。以余所見、尚有二百餘部、而傳播之廣且
速者、莫顧君銕卿頤素堂詩鈔若也。梓成于道光庚寅首夏、而天保辛
卯三月、余得諸江戶書肆玉嚴堂、蓋冬幫船所致也。夫隔海內外、而
商舶往來、一年僅不過冬夏兩度、又且長崎之於江戶、相聚四十日程
而遠。然而、其書刻成不一年、自極西而及於極東、所謂不脛而走、
是豈偶然哉。今誦其詩、各體鹹備、眾妙悉臻、彬彬風雅、
比興不墜、如詠古諸什、最多傑作、皆中晚唐人之詩、宜其行遠而傳
世也。未又附清嘉錄十二卷、蓋紀吳中民間時令也。吳古、楊州地、
東際大海、西控振澤、山川衍沃、水陸所湊、唐宋以來、號稱繁華之
區、亦江南一大都會也。如星野山川城郭土田人物食貨災祥藝文之類、
縣誌邑乘、或能詳之、至其歲時瑣事、則略而不言、即一二言之、亦
不致詳細、蓋恐其涉蕪雜也。然土風民情、於是可見、則其所關係、
亦自不小、豈可關哉。古有采詩之政、以觀民風、今無其政、又無其詩、在上之人、何以周知天下風
俗、而移易之、然則、紀其土風、以備采擇、亦古人貢詩之意也。顧君、詩人也。其合而刻之、意或
在斯乎。故于土俗時趨、推其來由、尋其沿習、慎而不漏、該而不侈、考（巧）證精確、纖悉無遺、
然後、土風可以觀、民情可以知矣。是在上之人、固所欲聞者也。若其廣耳目而資學問、抑又餘波所
及、而余輩受賜多矣。余私心窮謂、填海為平地、縮地為一家、倘獲親接塵教、聞所未聞、不知當何
如愉快也。悵矣心飛、無翼何致、徒付一浩歎耳。豈意君亦謬聞余虛名、壬辰五月、扇頭題詩及畫、
讬李少白、以見寄示、且請題詞於清嘉錄、余才學謭劣、何能任之、然傾、慕之久、又何可無一言題
簡端、以結知緣、於是、與二三子相謀、先將翻刻其書、更為叙行之、而余適嬰大疾、瀕死數矣。至
今、筆硯荒廢、塵積者三四年、以故、遷延度歲、不果其志、深以為憾、久居安原三平、好學樂善、
勇乎見義而為、一日慨然謂余曰、顧君之于先生、可不謂相知乎。而吾亦妄承先生曲知久矣。若無知
於知、何以相知之為、吾當為先生代刻之、庶幾其不負相知哉。遂捐俸授梓、今茲丁酉七月、校刻竣
工、適又聞甲斐門人大森舜民、亦將刻頤素堂詩鈔、今與斯書合而行之、其傳播之廣且速、亦如前日
自西而東、海之內外、無所不至、豈不愉快哉。然後、乃知顧君必不以餘為負相知、抑亦二子之賜也。
因序。五十七歲20）
天保八年丁酉八月、江戸後學朝川鼎譔菱湖巻大任書。
とある。
　この序を記した朝川善庵に関して若干触れておきた。朝川善庵は、天明元年（1781）に生まれ嘉永二
年（1849）に没した江戸後期の儒者であり、名は鼎、字は五鼎、号は善庵と称した。江戸中期の儒者で
20）	『楽我室遺稿』巻二に「清嘉録序」として収録され、冒頭は和刻『清嘉録』の序と同じで「抑亦二子之賜也。因序。
五十七歲」で終わっている。
	 	 朝川善庵の序は中国で刊行された『清嘉録』江蘇地方文献叢書、江蘇古籍出版社、1999年 8 月、序 4～ 6頁にも収
録されている。
上海進歩書局校印
『清嘉録』
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あった片山兼山の末子として生まれたが、幼時において父を失い、母の再婚先であった医者朝川默翁に
養われる。十二歳で山本北山に折衷学を学び、寛政十年（一七九八）から京坂・九州各地を遊歴し、幕
府の招きで下田に漂着した清国船と筆談応対している。21）朝川善庵の清貧にして書籍収集家なる性格に関
しては森銑三の「朝川善庵」22）に詳しい。
　朝川善庵は、この『清嘉録』の安原寛等の校訂本翻刻に際してこの序を寄せたのであるが、この冒頭
で「近刻清人詩集、舶到極多。以余所見、尚有二百餘部、而傳播之廣且速者、莫顧君銕卿頤素堂詩鈔若
也。梓成于道光庚寅首夏、而天保辛卯三月、余得諸江戶書肆玉嚴堂、蓋冬幫船所致也。夫隔海內外、而
商舶往來、一年僅不過冬夏兩度、又且長崎之於江戶、相聚四十日程而遠。然而、其書刻成不一年」と記
し、最近において清人の「詩集」が唐船によって極めて多く輸入され、善庵の知るところでも「二百餘
部」に及び、その伝搬が広範囲でしかも伝来が早いことに驚いていた。その典型として、「顧君銕卿頤素
堂詩鈔」があるとしたのである。この書は「梓成于道光庚寅首夏」すなわち道光庚寅年、道光十年（1830）
に刊行され、その翌年「天保辛卯三月」すなわち道光十一年、天保二年（1831）には善庵が「余得諸江
戶書肆玉嚴堂」と、江戸の書肆であった玉嚴堂において購入したとしている。その舶來の理由として「蓋
冬幫船所致也」として、刊行された年の冬船で日本にもたらされたと推察したのである。しかも一年足
らずで日本にもたらされ、しかも「長崎之於江戶、相聚四十日程而遠」と長崎から江戸までの輸送に必
要な日数が四十日もかかったのにもかかわらず、「其書刻成不一年」と極めて早き時間で刊行されたこと
に驚きを禁じ得なかったのである。
　『清嘉録』が刊行された時期は不明であるが、同書に記された顧禄の序には、
道光十年六月朔日、宛山老人承書
とあることから、道光十年六月以降の刊行であったことは明かである。道光十年は天保元年に相当し、
この六月朔日以降から天保二年三月に善庵が江戸で『清嘉録』を見つける迄の間に長崎に来航した唐船
は、次のものがあった。
　天保元年　六月十三日長崎入港　　　寅一番船
　　　　　　六月十四日長崎入港　　　寅二番船
　　　　　　六月二十三日長崎入港　　寅三番船
　　　　　　六月二十六日長崎入港　　寅四番船
　　　　　　十一月二十六日長崎入港　寅五番船
　　　　　　十二月五日長崎入港　　　寅六番船
　　　　　　十二月十二日長崎入港　　寅七番船
　　　　　　十二月十六日長崎入港　　寅八番船
　　　　　　十二月十九日長崎入港　　寅九番船
　天保二年　正月二日長崎入港　　　　寅十番船
21）	松浦章編著『文化十二年伊豆漂着南京永茂船資料』関西大学出版部、2011年 2 月参照。
22）	森銑三「朝川善庵」、『森銑三著作集』第八巻、中央公論社、一九七一年七月、四五三～四六〇頁。
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　　　　　　十二月十三日長崎入港　　卯一番船23）
以上の唐船が『清嘉録』を舶載して来た可能性が考えられる。しかし出版刊行と輸送の時間を鑑みても
っとも可能性の高いのは天保元年十一月二十六日に長崎に入港した寅五番船から天保二年正月二日に入
港してきた寅十番船の六隻に限定されるであろう。管見の限りこの時期の舶載書の目録は不明であるこ
とからこの六隻のいずれかによって舶載されたと見ることが順当であろう。
　そうすると『清嘉録』は蘇州で道光十年六月以降に刊行され、その年末には乍浦に運ばれ、長崎への
貿易船に積み込まれ、十一月末か十二月半ばか遅くとも正月二日には長崎に到着し、三月には江戸の書
肆に並んでいたことになる。朝川善庵が「其刻成不一年」と指摘したように、清朝の文化が一年足らず
のうちに日本に波及したことになる。それが確認できる具体的事例として貴重であろう。
　事実『清嘉録』の和刻本は現在も比較的多くの公共機関に所蔵されている。ちなみに全国漢籍データ
ーベースを参照し、漢籍所蔵の機関のものを簡単にまとめたのが次のものである。
著者・校訂者 刊行年 出版者・叢書名・ 所蔵機関
顧祿撰 道光十年 吳縣顧氏	刊本	 大阪府立	中之島
京産大
関大
東京都立	中央
公文書館
京大人文研	東方
顧祿	撰 光緒三年 嘯園叢書 京産大、愛知大、関大
安原寬	校 天保八年 江戶須原屋佐助	刊 国会	東京
安原寬	校 天保八年 江戶英文藏	刊 国会	東京
高知大
民博
安原寬	校 天保八年 大坂河內屋源七郎	印
大坂河内屋源七郎等八肆
東北大
大阪府立	中之島
関大
安原寬	校 天保八年 須原屋佐助等	刊本 愛媛大
長崎大	経済
大阪府立	中之島
安原寬	校 天保八年 京都勝村治右衞門	據道光本重刊 広島大
安原寬	校 天保八年 江戸靑雲堂	刊本 東洋文庫
安原寬	校 天保八年 須原屋佐助等、據道光十年吳縣顧
氏刊本重校刊	明治中	大阪文榮書
閣前川源七郎	印
東大総
　このように、『清嘉録』は江戸時代の人々に広く関心をもたれたようである。そこでその和刻本の一例
を次に掲げて、どのように同書が受容されたかを考えてみたい。
23）	大庭脩編著『唐船進港回棹録　島原本唐人風説書　割符留帳―近世日中交渉史料集―』関西大学東西学術研究
所、1974年 3 月、12頁。
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　和刻本の表紙にみられる記述を見てみることにする。
　方齋安原先生校
　清嘉録
此書ハ唐土ノ年中行事ニテ、其國ノ風俗ヲマノアタリニ見ルカ
如ク、吾邦ノ人情トカハルコトナシソノ趣キ清俗紀聞ト同クコ
レニ如フルニ民間ノ景物ヲ精クシルシタレハ、学問ヲ助ケ詩文
ヲ作ルニ大ニ益アリ。　江戸下谷御成道書肆青雲道英文蔵梓
　表紙にみられるように中国の年中行事の書として、すでに広く知られた『清俗紀聞』と江南中国の民
情を知る書物として、特に詩文を作成する同好の士に対する参考書として注視された書であったことが、
このある種の宣伝文から知ることが出来るであろう。
　校訂者の安原方齋寛であるが、朝川善庵が序において「久居安原三平」と記したように『漢学者傳記
及著述集覧』によれば、「名寛、字得衆、通稱三吾、號方齋、知言。生没嘉永年間の人、備考久居藩儒」24）
とあるように、安原は久居藩に関係していたことは確かであろう。久居藩は津藩の支藩で現在は津市に
含まれている。しかし安原の詳細は不明であるが、「嘉永年間」の人ではなくその前の天保年間には『清
嘉録』の校訂をするほどの人物であった。
　さらに注目すべきは、和刻本の中には『清嘉録』には無い、目録に記された年中行事に関して日本の
年中行事に関する注記がカタカナ文で記されていることである。25）江戸時代の日本人が中国の年中行事を
どのように日本語として理解したかを知る貴重な事例であるため、一覧表として次に掲げてみた。
顧禄『清嘉録』目次と和刻『清嘉録』目次の対照表
回顧禄『清嘉録』目次・和刻の音訓 和刻『清嘉録』の説明文
吳縣顧祿鐵卿 安原寛（方齋）校訂
清嘉錄目錄
卷一　 正月
行春 ハルヲムカフ
打春　ダシュン 土牛ヲ打テ吉凶ヲウラナフ
拜春　 リシュウンノイハヒ
拜牌　ハイハイ 天子ノ井ハイヲハイス
歲朝		忌諱附 元日
掛喜神　カク センゾマツリ
上年墳		 ハカマ井リ
拜年 子ンシノヨロコビ
24）	小川貫道編『漢学者傳記及著述集覧』（1935年 4 月序）、名著刊行会、1977年 4 月、520頁。
25）	中村喬訳注『清嘉録	蘇州年中行事記』の目次（ⅰ～ⅸ）等において行春（春午の巡行）などを（　）の中に説明を
加えられているが全てでは無い。
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飛貼		ヒデフ 手札ニテ子ンシヲガス
開門爆仗 元日竹ヲモシエキレイヲハラウ
歡喜團		 ウヅミ火
黃連頭鬥雞　ワウレントウクケイ ワウレンウリ　フエヲフイテニハトリヲウル
看風雲 元日ノテンキマテ一年ノ吉凶ヲラナフ
稱水 水ノオモサニテ水旱ヲ占フ
新年		 ハツハルノアソビ
燒十廟香 十廟ニセウカウス
山川壇迎喜		 リツシュンノノチヒノトミヅノエノ日喜神ヲムカフ
狀元籌　ジョウゲンチュウ 学文ココロミ双六
陞官圖		ショウクワンヅ 官位シュツセ双六
年節酒 ハルノサカモリ
小年朝		 三ケ日サウヂセズ
接路頭 五日ロトウ神ノエン日
開市		 五日ニニチミセヲヒラク
七人八穀九天十地 七日八日九日十日ノ四日ノテンキニテソノトシノ吉凶ウウラナフ
看參星		 八日シンセイヲミテ水旱ウラナフ
齊天　サイテン 九日玉皇ノエン日
祭猛將　 十三日マウシヤマ井リ
點竈燈　テンサウドウ 十三日ノヨカマドニトモシビヲアグ
爆孛婁　ハウヒロウ ハゼヲイリテ吉凶ヲウラナフ
春餅 ワカモチヲオクル
圓子油追　エンシユタイ 十五日カミマツリノワナヘ
鐙市　トウシ 十五日ノヨトウロウ
走三橋		 女ハシヲワタリテマジナヒトス
放煙火 八十火
開元宵	タウゲンセウ 十五日ノゼエンヤドラ大コヲウチアルク
打鐙謎　ダトウメイ ハンジモノノトウロウ
三官素（七子山）		 十五日三クワン神ノエン日
接坑三姑娘　セツカウサンコヂヤウ 十五日ノヨシコ神ヲムカウ
百草靈		 クサニテウラナフ
驗水錶　ケンスサノヘウ 十五日ノ日月カゲニヘウヲタテテ水旱ヲウラナフ
鐙節 トウロウカンブツ
卷二 二月
元墓看梅花　ゲンボニバイカヲミル ゲンボウノウメミ
土地公公生日 二日上地神ノエン日
驚蟄聞雷米似泥
二月セック
二月ノセツニライナレハ米ヤスシ
牚腰糕　タウエウカウ 二日ニクルアブラゲノナ
文昌會	ブンシャウエ 三日フンシユテイエン日
凍狗肉　トウグニク 八日ノサムサヲイフ
百花生日	 十二日ハナノカミノタン生日　○花朝
二月十二 十二日テンキヨケレバ百ブツジュクス
觀音生日		 十九日クワンオンノエン日
觀音山香市（山簥） クワンオン山ニカクヲタクコトオビタダシ
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木［木朮］柴	モクハイサイ 木ホリノサイクモノ
老和尚過江　ラウヲシャウエヲスグ 二十八日風アリラウヲシヤウ江ヲワタル日トス
神鬼天（落沙天）	 セイメイノセツノゼンゴニソラノハレクモノヲイフ
春台戲　シュンタイゲ 二、三月シバ井ヲスル
解天餉　カイテンシヤウ ウブスナ神ニフクヲイノル
卷三 三月
田雞報（三月溝底白莎草變成麥）
デンケイハウ
三日ノヒルマヘカハヅチクコヱニテ年ノ吉凶ヲウラナフ
野菜花（眼亮糕）		 三日ナノハナヲツクリ虫ヨケトス
插楊柳 セイメイノ日モンコニヤナギヲサス
戴楊柳球		ヤウリュウキュウヲイタダク 女子ヤナギノエダヲカシラニサス
過節 センゾマツリ
青糰烤熟藕		セイダンエンジュクグウ センゾマツリノヲナヘモノ
上墳　ジャウフン ハカマ井リ
紙錠		シテイ ハカニテシセンヲヤク
山塘看會　サンタウカンクワイ サンタウカンクワイ
犯人香		ハンインカウ クワントトキノセウカウ
放紙鷂　 イカノボリ
野火米飯		 ヒヲウチテミシヲタク
游春玩景　イウシュンクワンケイ ハナミユサン
茶貢 チョノミツギ
齊元壇　サイゲンダン 十五日ゲンダン神ノエン日
穀雨三朝看牡丹
三月中
コクウノセツボタンケンブツ
白龍生日 十八日ハクリウノタン生日
東嶽生日（草鞋香） 二十八ニチトウガク神ノエン日
卷四 四月
立夏見三新	 立夏ノ日アタラシキクサキヲミル
稱人 立夏立秋人ヲハカリニカケテオモサヲミル
注夏		 アスタニマイル
立夏三朝開蠶黨 立夏ノセツモツハラカヒコヲツクル
小滿動三車
四月中
小マンノセツニチカヒコノイトヲクルヲイフ
賣新絲 アタラシキイトヲウリダス
麥秀寒		バクシウカン ムギノジュクスコロテンキサムシ
賣時新 ハツモノヲウル
浴佛（放生會）		 八日シャカノタン生
阿彌飯　アミハン アミダブツニハンヲソナヘル
七日八夜		 七日ノヒ八日ノヨルアメフレバムギニサハル
蛇王生日 十二日ジャワウノエン日
神仙生日			 十四日呂センニンノタン生日
劜神仙　アツシンセン シンセン生日ニヤマヒノイユルヲイフ
翦千年蒕	セン子ンウンヲキル 十四日ゼンヤセン子ンウンノフルハヲキル
神仙花 シンセン生日ニウルハナヲイフ
四月十六	 コノ日ノテンキニテ年ノ吉凶ヲウラナフ
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藥王生日 メイイノタン生日
卷五 五月
修善月齋（毒月）	シセンゼンゲツサイ 五月ノモノイミ
貼天師符　テフテンシフ 朔日ビヤウナンヲケノフダヲハル
掛鍾馗圖		ショウキノヅヲカク ショウキノヱヲカクル
端五 五日ノセツク
稱錘糉　シヨウス井ソウ		 チマキ
雄黃酒 ヲワウザケ
蒲劍蓬鞭		ホケンホウベン シヤウブガタノ
采百草（蟾酥） 百サウヲトル
健人		 カンザシノカザリ
雄黃荷包　ヲワウカハウ ヲワウヅツミ
裹絨銅錢　テウシュドウセン ゼンヅツミ
老虎頭老虎肚兜	 ゼニザイクイトザイクノトラ
獨囊網蒜　トクナウマウサン ニンニクブクロ
長壽線		 ジユミヤウノイト
五毒符　ゴドクフ 虫ヨケノフダ
辟瘟丹（蚊煙）		ヘキウンタン ヤクビヤウヨチノマジナヒ
划龍船（煙囪洞）　クワリウセン ワタリクラベノアソビ
關帝生日（磨刀雨）	 クワンウノエン日
黃梅天 ツユノイリ
梅水		 ツユノアマミヅニテチヤヲニル
三時 夏至
分龍雨		 二十日後ノアメ
拔草風　バツサウフウ ツユノチノ大カゼ
卷六 六月
黃昏陣		クワウコンヂン 三日ユウカタノアメ
六月弗熱五穀弗結 六月シヨキツヨクアツカラザレバ五コクミノラズ
山糊海漫		サンコカイマン アサギリタツ日ハアツシ
龍掛 タツマキ
謝竈	（素菜）	シャソウ 四日十四日二十四日カマドマツリ
狗靧浴　グクワイヨク 六日イヌ子コニカハミヅヲアビセテノミヨケトス
曬書	 シヨモツノカザイレ
翻經　ホンキヤウ キヨウモンノカザイレ
三伏天	 アツサノソラ
涼冰 コホリヲウル
珠蘭茉莉花市（諸色花附） シユランマツリノハナイチ
乘風涼	 スズミ
虎丘鐙船　コキウイウセン コキウノスズミフ子
合醬		 ヒシホヲツクル
火神素 二十三日火ブセノカミマツリ
雷齋（接雷素）	 二十四日ライジンマツリ
封齋開葷　フウサイカイクン 五月シヤウジンスルヲフウ。サイトイヒ、シヤウジンオチヲカイグント
イフ。
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二郎神生日	 二十四日ジラウジンノエン日
荷花蕩 ハスノハナミ
消夏灣看荷花　セウカワンニカクワヲミ
ル
セウカワンノハスミ
辛齋　シンサイ 二十五日シン天クンノエン日
卷七 七月
預先十日作秋天	 立秋マヘノテンキ。アメサビシク、カゼスズシク、ハヤク、アキノケシ
キヲモヨホセリ。
秋穀碌收秕穀（天收） 立秋ニライナレバ子ミノラズ
朝立秋渹颼颼夜立秋熱吽吽（秋老虎） アサノリツシウハスズシクヨルノリツシウハアツシ
立秋西瓜		―ノス井クワ ス井クワヲクフ
巧果 七夕ニソナフルクダモノ
督巧　トクカウ ハリヲ水ニイシテ女巧ヲウラナフ
染紅指甲 ホウセンクワノシルニテユビヲソム
看天河 七夕ノノチアマノガハヲミテ米ノタカキヤスキヲウラナフ
燒青苗 イイ虫ヲオクル
青龍戲　セイリウゲ 十五日ゴロノシバ井
七月半 十五日
齋田頭		 田ノカミマツリ
盂蘭盆會（水旱鐙） タママツリ
棉花生日　ケンカノー 二十日アマフレバワタアシシ
地藏王生日 ヂザウノエン日
卷八 八月
天炙　テンキウ 朔日　セウニノヒタヒハラニスミヲツケテムビヤウノマジナヒトス
竈君生日　ソウサンノー 三日カマドノカミマツル
八字娘娘生日	 八日八字ヂヤウヤウノエン日
八月半 十五日
小擺設　セウハイセツ チサキニンギヤウノサイク
齋月宮　サイケツキウ 月之マツリ
燒斗香　セウトカウ	 月ニカウヲツナフ
走月亮 メイゲツノヤソビ
塔鐙　タフトウ ツジヂウニトヴロウヲアグ
月餅 月ミノダンゴ
石湖看串月　セキコクソンゲツヲミル 十八日セキコノツキミ
餐糰　シダン 二十日　ボタモチヲササゲカマドノカミヲマツル
稻生日	 二十四日アメフレバイ子ノワラクサル
木犀蒸　モクサイジョウ モクサイノハナノコロアツサツヨシ
風潮 七八月ノコロカイシユカゼフク
秋興	 虫アワセヲシテマケカチノショウブアリ
處暑十八盆
七月中
ショショヨリノチ十八日ノアヒダキコウヲイヘルコトワザアリ
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白露身弗露	處暑若還天不雨縱然結實也難收		白露白迷迷秋分稻秀齋
稻秀只怕風來擺麥秀只怕雨來淋　分後社白米偏天下社後分白米像錦墩	　　寒露沒青稻霜降一齊倒　霜降見霜米爛陳
倉（未霜見霜糶米人像霸王）
卷九 九月
重陽信（九月九蚊	叮石臼	） アキゲシキ
登高		 九日タカキニノボル
重陽糕（夜作） 九日コシキノモチヲクフ
祭釘靴		テイクワヲマツル 十三日クツヲマツリテテンキヲウラナフ
旗纛信爆　キダウシンハク イクサノカミヲマツル
菊花山 キクノイケハナ
喚黃雀　クァンクワウジャク 雀ニゲイヲサセテタハムレトス
養呌哥哥　ケフカヲーフ 虫ヲカフ
鬥鵪鶉　エンジュンヲタタカハス ウヅラアハセ
陽山觀日出 ミソカノヨヤウ山ニノボリ日ノデヲミル
卷十 十月
十月朝			 朔日セガキ
天平山看楓葉　ーーニフウエウヲミル テンヘイザンイモミヂヲミル
收租完糧　シュソノカンリョウ コクモツノトリ入レ
五風信　 サムサノヨウイ
冬釀酒				 シンシユ
煠蟹　テフカイ ユデカニ
鹽菜	 ナヅケ
卷十一 十一月
冬至大如年	 トウジノフルマイ
冬至糰 トウジノダンゴ
拜冬		 トウジノイハヒ
連冬起九　レントウキキウ トウジヨリ八十一日ニテカンキツキル
乾淨冬至擸攠年			ケンシヤウーーラフサ
ウー
トウジノハレクモリニテ大ミソカノテンキヲシル
冬春米 一年ノハンマイヲツキタクハフ
起蕩魚　キタウキヨ イケス
乳酪　ニウラク ウシノチチ
餳糖		 アメ
窖花　カウクワ ムロザキノハナ
三朝迷路發西風		 アサゴトニキリタテバカゼイヅル
彌陀生日 アミダノエン日
臘雪　ラフセツ ユキフルヲホウ子ンノシルシトス
卷十二 十二月
跳竈王		テウサウワウ 朔日セキゾロ
跳鍾馗　 シヨウキヲドリ
臘八粥	 八日ノカユ
年糕　ネンカウ シンル井ヘモチヲオクル
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冷肉（祭山豬）	レイニク 井ノシシニクヲウル
送歴（曆）本 コヨミクバリ
呌火燭　ケウトショク ヒノヨウジンマハリ
打埃塵　タアイヂン ススハラヒ
過年	 カラマツリ
盤龍饅頭　バンリュウマンジウ カミマツリノソナヘモノ
念四夜送竈　子ンシヤソウサウ 廿四日カマドノカミヲオクル
鐙掛掛錠　トウケイケイテイ カマドノカミオクリノトウロウ
冬青柏枝		 マツカシハノエダヲウル
口數粥　コウスウジュク 二十五日アヅキガユ
接玉皇		 玉クワウノアマクダル日
燒松盆 廿五日ノヨカドニカガリヲタク
照田財　セウデンサイ 田ニトウロウヲトモシホウ子ンヲイノル
送年盤　ソウ子ンバン セイボノシンモツ
年物		 ハルノヨウイノカヒモノ
年市 シハスノイチ
年夜飯	 シンル井ブルマイ
安樂菜　アンラクサイ シハスフルマヒニモチフルサカナノナ
煖鍋		ダンクワ センゾマツリノソナヘモノ
壓歲盤（壓歲錢	壓歲果子）アツサイバン セイボノミヤゲモノ
辭年　ジ子ン 大ミソカノヨ
守歲　 大ミソカニヨアカシヲスル
守歲燭 トシヲマモルロウソク
老虎柏子花　ラウコハクシクウ メデタキツクリモノ
過年鞋　クワ子ンアイ ハナヨメヨリシウトヘクツヲタテマツル
門神 カドマモリノカミ
神荼郁壘（鐘進士）シントウノル井 カドマモリノカミ
歡樂圖　クワンラクノツ ヨロコビノヱヲハル
春聯　シュンレン メデタキコトバヲカキテハシラカクシトス
封井　 井ドノフタヲスル
接竈　セツサウ クツウジンノヱマ
祭牀神 ユカノカミヲマツル
掌門炭　タウモンタン	 カドクチヘスミヲタツル
節節高　セツセツカウ カドニサスキノエダ
富貴弗斷頭（興隆）		 アキビトノカンバンヘイロイロメデタキモノカケル
年飯（萬年糧米） カユノウラナヒ
畫米囤		ベイトンヲカク ホウ子ンノイノリ
聽響蔔　キヤウボクヲキク ツジウラ
叛花		ハンクワ ハウソウヨケノマジナイ
節賬 カケトリ
小年夜大年夜 廿九日ノヨルヲセウ子ンヤトイヒ、大ミソカノヨルオヲ大子ンヤトイフ
　以上のように江戸時代において中国江南の年中行事の事項をカタカナ翻訳して列記したのは日本人の
智恵であった。このことで中国の事情に精通しなくてもおぼろげながら理解できたと思われる。
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　正月の「拜春」を「リツシュンノイハイ」すなわち〈立春の祝い〉と、「走三橋」を「女ハシヲワタリ
テマジナイトス」は〈女性が橋を渡って呪いとする〉など、二月の「凍狗肉　トウグニク」を「八日ノ
サムサヲイフ」は〈二月八日の寒さを言う〉などのように日本的工夫を盛り込んだ目次に改編したので
あった。これこそ中国文化の受容の最先端の工夫であったろう。
4 　小結
　上述のように、道光十年（1830）呉中の年中行事の書籍として刊行された『清嘉録』は、刊行もなく
日本にもたらされ、注目される書籍となって、この中国江南の歳時記をたとえば「行春」を「ハルヲム
カフ」春を迎える、「打春」を「土牛ヲ打テ吉凶ヲウラナフ」、「拜拜」を「天子ノ井ハイヲハイス」、…
「小年夜大年夜」を「廿九日ノヨルヲセウ子ンヤトイヒ大ミソカノヨルヲ大子ンヤトイフ」などのように
カタカナ表記で説明を加えるなど日本流の工夫を用いて翻刻され流布された。漢学を解読するに困難な
読者にも理解されやすい方法で翻刻刊行されたのである。
　『清嘉録』の刊行からまもなく日本に伝来したのには、出版された土地が江南の蘇州と考えられ、日本
への貿易船が出港する嘉興府平湖縣乍浦鎭とは近く、舶載されるに容易な地理的環境にあったこと。ま
た当時の知識人の多くが漢詩を愛し自作する人々が多く、詩集も好まれた。それは先に掲げた江戸の書
肆須原屋伊八の寛政十年（嘉慶三、1798）の「青藜閣蔵板書目録」の中にも『宋詩鈔』、『金詩鈔』、『元
詩鈔』、『方秋崖詩鈔』、『冷齋詩話』、『随園詩鈔』などの詩集に関する書籍が多く見られることからも容
易に知ることができるであろう。朝川善庵の序にあるように、『清嘉録』の著者の顧禄の詩文が注目され
たが、その詩集、顧君銕卿『頤素堂詩鈔』八巻があったが、それを契機に同書とともにもたらされた『清
嘉録』が注視された。海外を知らない江戸時代の知識人にとって文献で知る中国の日常風俗を認識でき
る重要な情報を提供してくれる書物が『清嘉録』であったのである。しかし『頤素堂詩鈔』の方は翻刻
された形跡は無い。
　なお『清華録』の著者顧禄に関しては稲畑耕一郎氏の業績26）がある。特に稲畑氏の「顧禄と『歳華一
枝』―「顧禄年譜」三補―」において顧禄と日本との交流に関する考証があり参考になる。
26）	稲畑耕一郎「顧禄年譜―『清嘉録』の作者についての伝記ノート」、『中国文学研究』（早稲田大学中国文学会）第 8
期、1982年12月、303～321頁。
	 	 稲畑耕一郎「顧禄年譜（続）―『清嘉録』の作者についての伝記ノート」、『中国詩文論叢』（中国詩文研究会）第 2
集、1983年 6 月、149～182頁。
	 	 稲畑耕一郎「顧禄と菊―『顧禄年譜』補―」、『節令』（節令社）第 3期、1983年 3 月、15～16頁。
	 	 稲畑耕一郎「顧禄の画像―『顧禄年譜』再補―」『節令』第 4期、1983年10月、10頁。
	 	 稲畑耕一郎「顧禄と『歳華一枝』―「顧禄年譜」三補―」、『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第32輯、1987年 1
月、131～138頁。

